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尺度（SESS; Self-Efficacy Scale for Self-care）が開発され，SESSが高い者は，口腔衛生状
態や口腔保健行動が良好であることが報告されている。しかしながら，SESSは歯周病患者を対象
に開発された尺度であり，一般の若年者集団におけるSESSの有用性について調査した研究はない。
そこで本研究では，大学新入生において，SESSが口腔保健行動や歯肉炎の状態にどのように影響
を与えるのかを，パス解析を用いて検討した。 
2011年度岡山大学入学時健康診断受診者2,395名の中から，希望者2,319名に歯科健康診断と自
己記入式質問調査を行った。そのうち，自己記入式質問調査票に欠損データがなく，喫煙者を除
く18，19歳の2,111名（男性1,197名，女性914名）を分析対象とした。歯周組織の健康状態は
Community Periodontal Index（CPI）で，歯肉炎の状態はプロービング時の出血部位数の割合
（%BOP）で評価した。また，口腔衛生状態はOral Hygiene Index-Simplifiedで評価した。自己
記入式質問調査では，口腔保健行動（1日の歯磨き回数，デンタルフロスなどの清掃補助用具の
使用状況，歯科医院への定期的な受診）を調査した。セルフエフィカシーは，SESSを用いて評価
した。SESSは3つの下位尺度「ブラッシングに対するセルフエフィカシー」，「歯科受診に対す
るセルフエフィカシー」および「食生活に対するセルフエフィカシー」から構成されており，そ
れぞれの下位尺度において5項目の質問が含まれていた。SESSと口腔保健行動，そして%BOPとの
相互作用を調べるためにパス解析を行った。 
その結果，パス解析の最終モデルにおいて，SESSが高い者は適した口腔保健行動をとっており，
適した口腔保健行動をとる者は歯垢や歯石の付着が尐なく，口腔衛生状態が良好であった。また，
口腔衛生状態が良好であった者は，%BOPが尐なく，歯肉炎の活動性が低いというパスを示した。
SESSにおける下位の3尺度はそれぞれと相関があった（p<0.001）。SESSにおいて，下位尺度「ブ
ラッシングに対するセルフエフィカシー」から「歯磨き回数」および「デンタルフロスの使用」
への2つのパスが成立した。また，下位尺度「歯科受診に対するセルフエフィカシー」から「定
期的な受診」へのパスも成立した。 
以上のことから，大学新入生において，SESSは直接的または間接的に口腔保健行動に影響を与
えており，そのことは歯肉炎にも影響を与えていた。また，一般の若年者集団におけるSESSの評
価は有用であり，SESSを高めることは歯肉炎の活動性の低下につながる可能性が示唆された。 
本論文は，一般の若年者集団におけるセルフエフィカシー評価の有用性についての重要な知見であり，
SESSの向上は将来の歯周病予防につながると期待できる。よって，論文審査担当者は一致して，本論文
に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
